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久留米広域消防本部が「地震体験車」を導入しました。 

みなさんの地域の学校・自主防災組織などで防災訓練をす

る時に派遣します。この地震体験車は、過去に起きた地震

の揺れなどを再現できます。 

多くの皆さんに体験してもらい、いざという時の備えの大

切さを実感してもらいたいですね。 

 

先日の新聞で「熊本地震の教訓が広がってない」って 

記事を見つけたばい。みんなの家庭はどう？ 

非常食の準備や家具の転倒防止はできてるかな？ 

地震体験車

体験できる地震 
・震度１～７までの揺れ 

・熊本地震 

・東日本大震災 

・新潟県中越地震 

・阪神・淡路大震災 

・福岡県西方沖地震 

・関東大震災 

・南海トラフ地震（想定） 

・首都直下型地震（想定） 

派遣の要件 
・概ね２０名以上が参加 

する防災訓練など 

・目安としてマイクロ 

バスが通行できる幅 

の道路と平坦な駐車 

スペースが必要 

 

※派遣は事前に申込み 

が必要です。詳しくは 

消防本部ＨＰまたは 

下記の問い合わせ先 

でご確認して下さい。 

 

ください。 

久留米広域消防本部 

予防課 堀内さん 

 

体験者インタビュー 

テーブルにしがみつくのがやっとでした。 

体験とわかっていてもパニックになってしまい、

どんな行動をしたらいいか考えることすらできま

せんでした。これが本当の地震だったら・・・ 

問い合わせ先 
久留米広域消防本部 

消防防災センター 

TEL：0942-38-5194 

１分あまりの揺れでしたが長く感じました。 

災害が発生したら、いかに冷静に行動できるか

大切だと思いました。日頃の防災訓練がいかに

重要か改めて実感しました。 

 

東日本大震災と熊本地震を体験しました。 

タテ揺れとヨコ揺れの違いがはっきり分かりました。 

多くの人に体験してもらいたいですね。 

 


